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要旨 

 

我々は複数センサおよび海陸共通のエアロゾル光学特性推定手法の開発を行った。アルゴリ

ズムの主要な特徴は次の３つである。（１）目的関数に各チャンネルに対する重みを取り入れ

ることにより、エアロゾル推定に最適なチャンネルを自動的に選択する。（２）海陸に共通の

エアロゾルモデルを設定する。（３）300－2500nmにおいて１nm毎にルックアップテーブル

を準備し、各センサの応答関数で重み付けを行う。静止気象衛星ひまわり８号に搭載されてい

る可視赤外放射計（Advanced Himawari Imager：AHI）に本手法を適用し、陸と海で概ね連

続的なエアロゾル光学的厚さを推定することができた。本アルゴリズムから推定されたエアロ

ゾル光学的厚さは、Moderate Resolution Imaging Spectroradiometer（MODIS）やエアロ

ゾル地上観測網である Aerosol Robotic Network （AERONET）のプロダクトと整合性が良

い結果となった。また本手法を、Aqua衛星に搭載されたMODISにも適用し、AHIによる推

定結果との比較を行った。静止衛星や極軌道衛星に搭載された視野角の異なるセンサから推定

されたエアロゾル光学的厚さを比較することにより、エアロゾル光学的厚さが、後方散乱方向

において過小評価（あるいは後方散乱方向以外において過大評価）であることが示唆された。

共通アルゴリズムを用いたエアロゾル光学特性の推定により、エアロゾルモデルの仮定（例え

ば、球形度やサイズ分布）等のアルゴリズムの問題点を見つけ出すことができた。 


